
        

令和 6年度 地域福祉活動支援事業 ホームページ用報告書 

神奈川県社協ホームページに掲載しますので、助成事業の概要を簡潔に記入してください。 

※必要事項を記入または☑ １ページ以内に収まるよう作成 

 

団体名 お福わけの会 

団体の属性 
☐ｾﾙﾌﾍﾙﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ・当事者等  ☑ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ等 

☐市町村社協やそれを構成員とする実行委員会等 

助成区分 ☑一般助成 ☐協働ﾓﾃﾞﾙ助成 
協働モデル助成 

本会提示テーマ 
 

助成事業名 子育て家庭へ「食支援窓口」 

事業の目的 子育て中のひとり親家庭や生活困難家庭への食を通した支援 

事業概要 

●毎月 2回、定期的に食料品などを、2ヶ所の活動拠点で仕分けをする。仕分けた食品などは、原則引取り

で手渡ししている。夏休みと冬休みには、フードパントリー形式で食料品と安価又は無料で衣類や生活用品

も提供している。広報は、区福祉保健センター、瀬谷区社会福祉協議会、地域ケアプラザ、子育て支援施設

へチラシの掲示や配布の協力を依頼。寄付品を募るチラシも同時に配布している。 

●対象：主に瀬谷区と近隣在住の未成年を子育て中のひとり親家庭や生活困難家庭、登録は 106家庭。 

●活動拠点：ＮＰＯ法人まんま、瀬谷区地域子育て支援拠点にこてらす 

●年間配布回数：51回 

・フードバンクへの集荷配送、仕分け作業は、地域のボランティアにより支えられている。 

●地域連携の取組 

・中屋敷地域ケアプラザでフードドライブの協力を依頼 9月から開始。 

・瀬谷区社会福祉協議会、地域ケアプラザ、自治会環境推進委員、区内のフードパントリー団体との連携に

より情報交換会を実施。（9月から 3回実施） 

・瀬谷区地域子育て支援拠点にこてらす主催 ひとり親カフェ「大人のためのヨガ」開催に協力 

 

 

成果や課題 

●仕分けをした配布食品は、毎回手渡しをしている。その際に色々な話をしする中で悩みや困り事を聞き 

必要に応じて、行政や専門家につないでいる。 

区役所や児童相談所から紹介されてくるケースもありその後継続利用につながる家庭もあった。また、緊急

の食支援の依頼もあり公的サポートが追い付いてない状況も伺える。 

●外国ルーツの方も含め生活困難家庭が増加傾向にある中、地域ケアプラザとの連携でフードドライブを開

始されると、少しずつ地域に周知され寄付品も増えている。配布食品の確保に向け更に PRしていきたい 

●区内の食支援について情報交換会を開催し課題の共有を行い今後の取組に活かしていきたい。 

●課題は、運営に携わる人員や財源の確保となっている。 

 

今後の展望 

●地域でのフードドライブも増やし、地域の方に食支援の必要性を伝える場も設けて、ひとり親や生活困難

家庭の現状を知ってもらい、寄付品の確保につなげていく。多くの方へ周知することで寄付品の他に寄付金

や人員の確保にもつなげたい。 

●食支援と同時に、今年度開催した「ひとり親カフェ」の開催を増やし、交流や情報交換などができる場を

設けていきたい。 

 

 

活動の様子が

分かる画像 

2枚程度添付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｰﾄﾞﾊﾟﾝﾄﾘｰ会場 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる集荷配送 配布食品仕分けの様子 


